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おはなし会
2日(火) 11：00～
13日(土) 14：00～
16日(火) 11：00～
27日(土) 14：00～

大人のための絵本の時間
9日(火) 10：00～

紙芝居ピッポの会ミニ講座
1日(月) 14：00～

定休日

定休日

定休日

紙芝居
ピッポの会
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大人の
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絵本の時間
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定休日
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定休日

4月15、16日の2日間、伊勢出身の絵本作家
tupera tuperaの亀山達矢さんが小俣町へ来て下さい
ました。

15日は1:30～3:00ごろまで当
店でサイン会。翌日は小俣図
書館で講演会を。どちらも盛
況で、地元出身なので小・中・
高校のお知り合いがたくさん
お見えになりました。

15日のサイン終了後、図書館の準備に向かった亀山
さんは、再度当店にいらっしゃって雑談を。その中で、
深く共感共鳴することが多々ありました。

「読書って…」紙のページをめくり本のぬくもり
を感じ、もう一度戻って読み直し、それが親子なら
尚楽しく何度も本の世界へどっぷりと…。しかし理
想と現実とはかけ離れ、昨今は「本が売れない！」
「本を読まない！」これでは作家も出版社も作品を
出すことが出来ない。そこで大切な役割を果たして
くれているのが、「町の本屋さんなんです」と。
作家、出版社、書店、読者。この繋がりこそ「文

字の文化」。更に人間の知恵や能力の進展に大切な
役割を果たしているのでは、といったことを雑談の中
から感じ取りました。47才の若い作家と、86才の老婆の
意見が一致した瞬間でした。

営業します

tupera tupera

定休日

臨時休業

営業します

毎月第二木曜 午後2:30～ 資料代500円
第1回は5月11日(木) お問い合せはお店まで



「ちきゅうパスポート」
えほん作家から
地球の子どもたちへ
ＢＬ出版 1,980円

タイトル
二見正直

「せんそうが
おわるまで、
あと2分」

ジャック・
作

長友恵子 訳
合同出版

1,980円

2分違いで生ま
れたジムとジュ
ールは、いつで
も一緒に過ごし
てきたかけがえ
のない親友だっ
た、それなのに…。
「運命のいたずら」
で終わらせたく
ない、非戦への
願い。

大人コース

「たんぽぽのふね」
まるやまあやこ
世界文化社

1,760円

たんぽぽの綿毛
はどこに飛んで
いくのか、それ
を見たい思いで
みんなで作った
ものは？
そしてその先の
冒険へと想像を
膨らませてくだ
さい。

「どこにいるんだろう
きみは？」

マリー・G・ローデ 作
青山 南 訳
ＢＬ出版 1,980円

テーブルの下にねこがいま
す。そこからどんどん視点を
拡げていくと…自分がいる世
界の大きさにびっくりするで
しょう！

パスポートより少し大きいくらい
のコンパクトさでありながら、開
くと蛇腹になっていて、24人の
作家たちの想像の世界が飛び
出します。苦しい境遇にある子
どもたちにも「希望」を伝えよう
と企画された本です。
それぞれが描いた「想像の国」
が次の国へとつながっていきま
す。
「想像は国境を越えて心をつな
ぐ。」そんな思いが形になりまし
た。
また、この本の収益の一部はウ
クライナの子どもたちの支援に
寄附されます。
店内には24人の作家さんの作
品も集めました。平和を願う絵
本作家たちの世界を楽しんでく
ださい。 （さつき）

「糸暦」
小川 糸
白泉社
1,540円

新
刊
紙
芝
居

「おいしいおとって どんなおと？」
かとうようこ 脚本
ひろかわさえこ 絵
童心社 1,540円 8場面

ごはんの時間です。でも王子たちはわがまま
ばかり。お皿たちはごはんを載せたまま逃げて
いってしまいました！！

月刊MOEに連載されている人気のエッセイに
加筆＆再構成。暮らし、料理、行事など歳時記
のように季節を追って語られます。「伊勢詣」も！！

「どこ どこ
いってた？」

マーガレット
・ワイズ・
ブラウン 原作
齋藤 槙 絵と訳
あすなろ書房

1,430円

「プッチェットの
ぼうし」

中脇初枝 再話
アヤ井アキコ 絵
あすなろ書房

1,540円

なくした帽子は
返ってくるのだろ
うか、不安になり
ながら読む積み
上げ歌スタイル。

ふうちゃんの遠
足の日だという
のに、お父さん
もお母さんもね
ぼうです。
そこでみんなで
お 弁当 作 り で
す。ダジャレが飛
び交ってます。

「はじめての絵本
赤ちゃんから

大人まで」
磯崎園子
ほるぷ出版

1,760円

著者は絵本ナビ編
集長。年齢別に紹
介。「絵本を年齢で
区切って語るという
ことは、絵本を通し
て子どもを知る､子
どもを通して絵本
を知る」ことだと言
います。

優しく語りかけて
くれながら、不
思議な世界へ…
さいごは「ここ」
に戻ってきます。

「だじゃれべんとう」
岡田よしたか
佼成出版社

1,540円


